
様式第 2（第 5条関係） 

令和４･５年度期第８回犬山市青少年問題協議会・犬山市青少年センター 

運営協議会 会議録 

 

１ 附属機関の名称 犬山市青少年問題協議会及び犬山市青少年センター運営協議会 

２ 開催日時 令和５年８月２９日(火)午前１０時～午前１１時３０分 

３ 開催場所 犬山市役所 ２０１ 会議室 

４ 出席者した者の氏名  

（１）委員：佐々由高、板津克哉、畑竜介、小竹摩記、田島奈生美、深見公子、南谷亜紀、

内藤慎二、長嶌貴栄、近藤友貴（１０名／１１名中） 

（２）執行機関：青少年センター所長 梅村淳、同所相談員 角村利恵 

５ 報告事項 

（１）第１回犬山市青少年健全育成市民会議役員会（小竹委員） 

６ 議題 

（１）令和４・５年度期 青少年問題協議会研究テーマと提言について 

（２）青少年センターでの相談事例について 

（３）その他 

（４）３分間スピーチ 

７ 傍聴人の数 ０人 

８ 内容 

（１）会長あいさつ     

   ・大変暑い夏が続いている。健康に留意して、夏を乗り切っていきたい。令和４・
５年度期の研究もまとめの時期に入ってきている。 

（２）犬山市青少年健全育成市民会議役員会 

   ・会議録を基に小竹委員が役員会の内容を報告した。主な内容は会報「おあしす 47

号(８月号)」の検討と「おあしす標語」の審査会と表彰式についてであった。 

（３）令和４・５年度期 青少年問題協議会研究テーマと提言について 

   ○テーマは「多様な社会で生きるわたしたちの課題と対応 ～SNS との豊かな付き合

い方を通して～」 

   ○提言について《事務局から提案された案をもとに》 

    ・具体的な例をあげて提示したほうが良い。 

     例えば提言Ⅰについては「‥の研修会を開催する」を入れる。Ⅱについては「‥

のためにユースセンターを設置する」を入れてみたら。 

    ・平成元年度２年度期も SNS に関するテーマで提言しているので、その時とは違

う提言をする。 

    ・学校では、SNS(情報モラル)についての授業を頻繁に行っている。保護者対象の

研修会も実施しているが、参加する保護者は決して多くない。学校としては家

庭内で研修会や授業での話を親子で会話して欲しいと思い、計画しているが、

参加保護者が少なく、効果が出ていないのが現状。どのように保護者に啓発し

ていくかが課題。大人の意識を変えていきたい。 

    ・上記とは別の機会に保護者への研修会を実施したが、保護者の参加は少なかっ

た。しかし個別のトラブル相談はすごく多い。キーワードは“親”“家庭”だと

思う。 

    ・素朴な疑問だが、なぜ保護者は研修会に行かないのだろうか。頭では必要と分

かっているが、メリットは少ないと思っているからではないか。 

    ・学校での研修は、同じ空間で、子どもと保護者が聞いて、帰宅後にそれを話題



にすることが大切だと思う。 

    ・聞いて欲しい人に届かないのは、どの分野でも同じ。届け方に課題があるから

だと思うが、現状は届いていない。何か良い手段があれば良いのだが。 

    ・届かせるのは難しい。主体的な参加はすごく難しい。 

    ・ひとつの実践例として、会を開き、宿題として子どもに紙媒体で感想を書かせ、

保護者のコメントを求めるようにしたら、手ごたえがあり、きっかけとなった。

来ない人への効果があった。 

    ・ひとつの例として、学校の HP のアクセス数が学校行事の時は跳ね上がる。その

時に、間に情報を挟むと効果が上がるのではないか。今までの(情報の)届け方

の方向転換が必要かもしれない。 

    ・親のコメントありの例は、保護者の意識が高まると思う。しかし、そのコメン

トに言葉を記入する担任の負担はすごく増える。 

    ・愛知県警の新しいアプリ「コドマモ」は AI を使って自撮り被害を防ぐためのア

プリ。このアプリも親がその気になって活用していくことが必要。子どもの SNS

を使った被害は深夜に起きる。 

    ・学校の負担は増えるが、やはり学校を通して知らせていくことが、一番効果的。 

    ・提言について、どのように提示していくか次回に事務局が提案。 

          (➀提言のみ ②提言と説明)    

（４）「青少年センターでの相談事例について」は個人情報のため記載せず 

（５）３分間スピーチ(佐々委員) 

     ・ボーイスカウトの指導者をやっている。野外での活動が３年間できなかった。中

学生の場合、中１から中３まで活動していないことになる。そのため、本来の活

動である野外での取り組みがないと言う理由で退団する団員がいた。募集はして

いるが‥。 

    ・４年１回の開催の第２５回世界スカウトジャンボリーが韓国で開催された。猛暑

や台風の接近、主催者の不手際などで大変な大会となった。 

（６）連絡・報告事項、その他 

①次回の３分間スピーチについて（板津委員）    
②本会議の青少年健全育成市民会議での報告者について（深見委員） 
③本会議の次回開催予定日は１０月２３日(月)午前１０時から 202 会議室 

 
令和５年  月  日 
 
上記に相違ないことを確認する。 

   （署名）                 
 
                  （署名）               


